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<講演Ⅰ>

協同組合は

｢未来の創造者｣になれるか
～新ビジョンは協同組合を｢正気の島｣にする-

1. ｢未来の創造者｣ ･｢正気の島｣とは

私は本セミナーの開催を後援している

｢新協同組合ビジョン研究会｣で｢協同
セクシヨン

組合運動の哲学｣部会の責任者を仰せつ

かっております｡そこで､本報告のメイ

ンタイトルを少々哲学的に｢協同組合は

『未来の創造者』になれるか｣としたので

すが､じつは､これには｢協同組合は未

来の創造者になれるかもしれないし､な

れないかもしれない｣という少々哲学め

いた意味が含まれています｡勿論､私は､

私たち協同組合研究者も含め､協同組合

の関係者には是非とも協同組合を｢未来

の創造者｣に高めていかなければならな

い､そのために事業と運動を通じて｢未

来を創造する諸条件を再生産する｣役割

を果たしていただきたい､と願っている

ものです｡

また本報告のサブタイトルですが､こ
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れまで私たちが進めてきました｢新協同

組合ビジョン研究｣の成果を本日ここで

評価･判定していただこう､との私たち

の意気込みが多くの人たちに伝わるので

あればとの思いで､レイドロー報告から

有名な言葉を借りて､ ｢新ビジョンは協

同組合を『正気の島』にする｣としまし

た｡新自由主義が主流であるような現代

は｢正気｣ではなく｢狂気｣の時代であ

る､と言っても間違いではないのですか

ら､私は､このサブタイトルが合意して

いるところを明らかにしなければなりま

せん｡

ところで､ ｢未来の創造者｣の｢未来｣

が意味するところは何か､ということで

すが､私は､それは｢現代の協同組合あ

るいは現代の協同組合人が『未来』に責

任を負う｣ことを意味するのだと考えて

います｡

レイドロー報告(第Ⅰ章｢変化､プランニ
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